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1. スラックスを製作 する場合いろいろ の疑問点を生

じる。 スカ ートと違い足を 包み， かつ 機能と美的要 素が

要求 され，各自が製作 する場合で も体型 による 補正 個所

が比較的多 くみら れる。 補正で の問 題点 を考えてみても

結局体型別の作図で解決 するこ とが最適 ではない かとい

う結論に達し，そ の研究を始 めた。 今回は， その目 標の

一歩 として体型 の分 類を 発表 する。

2. 学生・教織 員51名対象 として下 半身の計測，撮 影

を実施。こ れらのデ ーターと写真を もとに下 記の項 目に

ついて調べてみた。(1)度数分布表・(2)相関関 係･(3) 写真

に よる分類( ヒ ップの形の分類・体型の分類・ヒ ップ の

形と体型との関係・ヒ ップの傾斜 〔側面からみ た背部 の

突出〕・脇 シルエ ット・正 面写真に よ る 脇シルエ ットの

ふ くらみ位置・脚勢の分類・ヒ ップの形 と脇 シルエ ット

のふ くらみ位 置との関係)

3. ヒップの形は基本のタ イプＡ・Ｂ・Ｃ とその組合

わせに よるＡＢ・ＡＣ・BC ・ＡＢＣ に分類 された。脇

シルエ ットのふくら みを みると大 腿部 のはってい る体型

が多数であるこ とが確認 された。これは 作図 の際 の脇 線

を描 く参考 となり，またヒ ップの 傾斜 はヒップ の形 と関

連があり，作図上の ねかせ寸法を決め る目や すとな る。

脚勢の分類に より作図上 の操作が必要 となるこ とが わか

った。以上の結果を今後の スラックス研 究に応 用発展 し

て ゆきたい。


